特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　８月　18日　３６９号

賑やかに慰労反省会12日　
京の七夕祭りへの協力に竹伐りや笹の葉もぎ取り、午前5時に起きだして積み込み長い竹を京都への運搬作業等、暑い暑い土用の終わりの頃昨年から始めた大作業に大勢の皆さんが力を寄せていただきました。また、木津川での魚とりには30人以上のスタッフとして支えていただき、見事に無事故で終了でき多くのご父兄から感謝が寄せられました。また、放棄地の復旧作業では草刈り機も壊れるほどの草除去作業に加えて持ち出し、耕運機による粗起こし作業そして里道確保修復のための松杭の打ち込みと力仕事の連続に大変御苦労をおかけしました。ささやかな慰労を兼ねて反省会を17名の出席でにぎやかに楽しいひと時を過ごしました。播川さんが非売品の美味しいお酒の差し入れや、上手な歌声にも載せられほっとするひと時でした。店主から東北大震災へのトラック満載にした自転車の2回の提供は、地元高校生の通学の足として大変感謝されたこと、1億円もかかる陸に上がった漁船の海への運搬経費への募金を実践されているお話に胸を撃たれ、現地の人々の大変さを改めて知らされました。
灯呂流し　16日　　防賀川

参加者100人とスタッフ15人でした。川面を渡る風にふれ、夏の思い出の灯呂作りは60艙が完成しました。帰省中の孫さんとこられたおばあさん、夢中になって小川に入っておられました。子どもたちはジャブジャブと水に入ります。あおられて転覆するものが出る始末。普段は眺めているだけの川から、この日は楽しいたのしい川になったようです。それぞれ思い思いの気持ちを灯呂に色とりどりに文字や絵が描かれ、ろうそくの明かりに浮き上がり水面に映る風情は、素晴らしい雰囲気をかもし出しました。どなたも簡単に作れて難しいことはなく幼い子どもも精一杯力を尽くして頑張りました。18時からはじめました。そして19時30分ごろに打ち止めました。後片付けにも多くの方々が手伝っていただきました。暑い中16時から世話をして頂いた皆さん、又朝10時には水止めの堰を作っていただきました。本当にありがとうございました。
地域で考えよう防災　145名の参加申し込み　
20日　第1回目10時～　第2回13時30分～

府営団地連合自治会から10人のスタッフ応援。京田辺市では最も浸水の心配があるので、神矢樋門が作られてきました。この地域での取組として実施するにあたって、地元自治会に声をかけましたところ大いに歓迎し協力の激励をいただきました。そしてスタッフとして10人の皆さんがお手伝いをいただくことになりました。京田辺消防署から3名の職員が派遣されます。起震車の派遣は当初無理とのことでしたが、京田辺市の安心安全のまちづくり課から後押しをいただき派遣が実現しました。また当日は勤務の傍ら指導のために多くの職員さんが当っていただくことになっています。神戸震災の震度7を体験させていただける予定です。

神戸市から現地視察に来所との連絡はいる。地域で取り組まれる防災について他市町村から視察に来られるとのことです。特別珍しい取り組みではないのですが、暑さに十分気を付けて事故のないように、また珍しい機器の説明だけでなく時間に余裕があれば乗車等の体験が出来ればいいのにと思っています。土嚢用の残土は東小学校で教材に使用されます。145名ですので少なくとも500個の土嚢を作らなければ4段の平積み工が出来あがりません。かなりの土が必要です。最後の大仕事・体験作業と予想されます。スタッフの皆さんも河川レンジャーの皆さんも大いに土嚢作りが短時間で出来るようお手伝いをお願いします。
遊んで！学んで！育てよう！防賀川　ワークショップ　　
27日13時から　京田辺府営団地第4集会所　　取り組み進む

防賀川堤に6本のポスター張出し　田中元洋さんは4人のお子さんのお父さんです。子育てに精を出す一方勤務が大阪市内に変わって大仕事にも取り組んでおられます。大変多忙の日々を過ごしておられます。お盆休暇の14日に事務所にこられて仕事をしましょうワークショップの準備を進めましょうとおいでになりました。早速ポスターを張り出すことにしてポスターを作り印刷してラミネートして杭を準備して、6箇所に張出しました。散歩に来られる人たちが立ち止まって読んで戴いています。効果抜群ですね。　

700枚のチラシ個別配布　　翌日15日には田中元洋さん(宇治市から)家族総出(６人)で13日の朝400件の防賀川沿いの民家にチラシ配りに汗を流して戴く。早速効果がありまして、参加申し込みのFAXが入りました。まさに即効です。このように多くの皆さんがご参加いただければ大変うれしいところですが、実はワークショップが成功するかどうか大変心配しています。一人でも多くのご参加を戴けるよう残る1週間出来る方々にお誘いをご案内をいただきますようお願いします
第15回里山講演会の取組すすむ　　
市川先生から講演資料の提供がされます(一部100円程度か？)

原発問題について次々と明らかになる事実が国民の批判を呼び起こしています。汚染された土壌の洗浄作業が大変だといった住民の声に胸が痛みます。汚染された田んぼの復旧は可能なのでしょうか。いつまでたっても安心できる故郷に戻りませんね。全国から寄せられた義援金はまだ完全に被災者に行き渡っていないといわれています。難しい問題は私たちにはわかりませんが、もう5ヶ月にもなっているのにどうしているのでしょうか。17日の事務局会でこんなことが話題になりました。

さて、講師の市川先生から資料の提供がありました。なんと31ページにも及ぶ膨大なもので、とてもこれだけの印刷は不可能なので目録だけにしようか議論していると、市川先生から何とか印刷していきますとの連絡が入りました。
会誌31号　原稿募集始まる
特集の題｢私の震災｣で原稿募集(文字は1000文字単位でお願いします)　締切り9月10日　　前回の30号では京都府植物誌目録ノートの発刊を取り組くんで特集としました。今回31号では東日本大震災もあって、そして戦争体験者も少なくなってきているので、戦災といった声も上がりましたが、未曾有の震災に係わって｢私の震災｣とすると決まりました。文字数は1ページ約1000文字単位でお書き下さい。期間が余りありませんので、締切日に間に合うようにお願いします。
猪・猿脅しコンクール　27日　13時30分～　山城多賀フルーツライン

私たちの復旧田でサツマイモの苗を植えつけました。お盆の間少し間が開きましたら、全部のサツマイモが引き抜かれて真夏の照りで、全滅するという事態になりました。猪被害に焦点を当てて防御柵の設置を予定していましたが、アライグマは新手で大変なことになりました。さて、前副理事長をしていた大植さんたちが獣害防御などのコンクールを開催されます。関心のある方は是非立ち寄ってくださいと連絡がありました。会場は井手町多賀フルーツラインです。

第15回里山講演会
正しく知って、正しく怖がり、正しく対処しよう

8月28日（日）午後1時30分より　京田辺市社会福祉センター
　保安院という国民の安全を守る立場の機関が、国主催のシンポジウムや住民説明会に｢やらせ質問｣工作をさせ

るなど世論誘導の実体が明らかに成って来ました。中国、九州、中部だけでなく四国でも行われていたようです。

皆さんの質問にもお答えいただきます。多くの方々のお越しをお待ちしています。
講師　市川章人 氏　府立高校非常勤講師　（京都大学理学部　原子物理学専攻）
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/
























週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

